
 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 
１.１．背景と目的 
⽇本では古くは室町の時期より茶の⽂化が広く浸透し
ており、⼤名・貴族など有⼒者は数多くの茶室を建て
た。茶室は使⽤される材料、また設けられる開⼝部の
位置や⼨法に⾄るまで細かく設計され、内部空間で茶
を楽しむ⼈々がどのように感じるか計算された上でつ
くられる。素材や形状などそれぞれの装飾にも細かな
意図が含まれているのだが、その傾向がより顕著に⾒
られる例として、天井仕上げと開⼝部の⽅⽴を挙げる。 

茶室の天井には廻縁や竿縁等の箇所に⽵材が使⽤さ
れる例が多く、草庵式茶室が成⽴する頃よりその活⽤
が確認されている。また開⼝部の引き⼾を留める⽬的
で⽤いられる⽅⽴にも⽵材が⽤いられる。いずれも⽵
材が使われる例と杉などの⽊材が使われる例があり、
その差異や変化には何かしらの傾向があるのではない
かと考える。 
 本研究では、茶室の天井仕上げ及び⽅⽴に関する調
査を通して、茶室に⽤いられる⽵材の活⽤状況を分析
する。そして⽵材を使⽤することにどのような傾向が
あるのか、またどのような変遷が⾒られるのか把握し、
考察することを⽬的とする。 
１.２．既往研究 
 茶室研究に関しては 1900 年前後にかけて盛んに⾏
われた。堀⼝捨⼰によって近代における茶室研究の礎
が築かれ、中村昌⽣や北尾春道によって茶室の意匠様
式の形成過程や発展を解明したが、茶室に扱われる材
料に関する調査、研究の前例は少ない。その中で本⽥
哲也は茶室に使われる使⽤材料の種類及び仕上げに関
する変遷について解明したが、ここからさらに⽵材の
みに着⽬し分析することで、⽵材を使⽤する傾向や意
図を考察できると考える。 
２．草庵式茶室の成立に関する文献記述 
 茶の湯を⾏う専⽤空間として初めて建てられた茶室
は室町中期に⾜利義政が慈照寺東求堂内に設けた同仁
斎であると伝えられる。この時代の茶会は名物茶器な
ど⽤具の鑑賞を⾏うことが主な⽬的とされていた。さ
らに織⽥信⻑は御茶湯御政道注１）を制定し、茶ノ湯を	
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政治における格式の証明として⽤いた。茶ノ湯は本来
の飲茶と⼈との対話を失っている状態であった。	

 これに対し茶⼈・千利休ら注２）は、「侘茶」に則って
点前を通して⾏われる亭主と客の対話を⽣み出すため
の空間を創作した。その中で当時の町家や農家に⾒ら
れる暗く閉鎖的な⾵合いを要素として拝借し、草庵式
茶室の成⽴を⽬指した。その素材として⽤いられたの
が⽵材である。⽵材の使⽤が使われる初期の茶室であ
る傘亭・時⾬亭注３）では、天井仕上げに⽵材を⽤いて化
粧屋根裏天井を施している。また開⼝部に外側から取
り付ける連⼦に⽵材が使われたことに関してもこの例
から⾒られたものであり、その後の草庵式茶室でも⽵
連⼦が使われている。待庵が建てられ草庵式が成⽴す
ると、壁下地を露出させて塗り回した下地窓が作られ
る。その枠組みとしても⽵材は⽤いられ、本研究の調
査対象としている⽅⽴と呼称されている。 
３．研究の流れ 
３.１．現地調査 
 現存され内部の調査許可をいただけた茶室に対して
現地調査を⾏い、⽵材の使われる⽤途、材種及び直径
等のデータを収集した。 
 本調査では計 68 件の茶室を調査した。その内本研
究の分析対象として扱える茶室は 34 件であった 
これは内部空間を拝観することが可能だったもので、 
その他の例は外部のみ調査可能であった。 
３.２．文献資料の収集 

著名な茶室、また建築年が古い茶室に関しては本調
査で内部の拝観が叶わなかった例が多いため、各⽂献
に保存される当時の図⾯などを参照注４）としてデータ
として活⽤した。ただし現存している例ではないため、
確かな事実としては扱わないとした上で考察する。 
３.３．データシートの作成 

現地調査及び⽂献から収集したデータから平⾯図、
天井伏図、内部及び外部⽴⾯展開図を作成し、それら
に対し⽵材の使⽤箇所等のデータを加える。平⾯図は
⽵材が使⽤される例は⾒られないが、平⾯構成の変化
や開⼝部の位置関係等を踏まえて考察を⾏うためデー
タシートに記載した。 

茶室内部における竹材の活用に関する調査研究 
－開口部の方立及び天井仕上げに着目してー 
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３.４．分析・考察 
 本研究では⽵材の使⽤が顕著に⾒られる天井仕上げ
と⽅⽴を対象に分析する。分析内容を以下に⽰す。 
 １）⽅⽴の分析 
  １-１）形状によるパターンの分類 
  １-２）窓の種別ごとの分析 
 ２）⽅⽴と天井仕上げの関係 
以上の分析からそれぞれの結果を述べ、考察する。 
４．分析 
４.１．方立の分析 
４.１.１．形状によるパターンの分類 
 茶室内の⽅⽴には天井から下へ降りる形や床から伸
びる形など様々な例があり、そのパターンを整理し各
パターンに⾒られる特徴や傾向の結果を⾒る。 
 本分析では、現地調査を⾏なった内⽅⽴が⽤いられ 
ていた茶室 13 件と、⽂献から引⽤した茶室 16 件を合
わせた計 29 件の茶室を分析対象とする。分類内容と
しては各茶室の⽅⽴についてどの形状パターンがどの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽤途で⽤いられているか分析する。以下、分類結果か
ら⾒た特徴について説明する。 
４.１.２．結果 
 ⽅⽴には６種のパターンが⾒られた（図１）。 
 上、下、中の３パターンにそれぞれ⽵材、⽊材の例
が⾒られ合計６パターンとなる。図２には⽵材上パタ
ーンと下地窓の関係性について⽰す。 
 本分析では 140 箇所の⽅⽴を確認し、内訳は⽵材が
51 箇所、⽊材が 89 箇所⾒られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．⽵材上パターンと下地窓の関係性 
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図１．⽅⽴の形状パターン 
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図３．⽵材下パターンにおける変遷 
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⽵材パターンに関しては平均的な値が⾒られたが、⽊
材パターンでは下・中パターンに偏る結果となった。 
 ⼤きな特徴として、⽵材の上パターンはその多くが 
下地窓に⽤いられることが挙げられる。例外として春 
草盧、閑雲軒では⾊紙窓の上側に使われているが、⾊ 
紙窓は２つの窓が上下に重ねられた窓でそれ⾃体は下
地窓であるため、⽵材上パターンの⽅⽴は常に下地窓
で使⽤されていると⾔って良いだろう。また⽵材上パ
ターンは草庵式茶室が発⽣した時期から⾒られる形状
で、現代に建てられる茶室までその使⽤が確認できた。 
⽵材下パターンはおよそ 1600 年前後に建てられたと
される茶室から確認でき、それ以降の茶室でも使⽤さ
れていた（図３参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４.２.１．窓の種類ごとの分析 
 茶室における⽅⽴は、躙⼝や茶道⼝など使⽤者の動
線となる開⼝部と連⼦窓や下地窓など採光、通⾵を⽬
的として設けられる開⼝部のそれぞれに⽤いられてい
る。本分析では前項の形状パターン分析に⽤いたデー
タを整理し、各開⼝部における形状パターンの傾向に
視点を向けて分析する。分類結果を図４に⽰す。 
４.２.２．結果 
 ⽅⽴が確認できた開⼝部について、連⼦窓・下地窓・
⾵炉先窓及び⾊紙窓（上下で分割する）の窓５種、茶
道⼝、躙⼝、貴⼈⼝、道幸注５）の⼾４種（計９種）に使
⽤されていた。全 51 ヶ所ある⽵材のうち⼾に⽵材が
使われている例は４ヶ所のみであり、そのほとんどは 
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図４．窓の種類ごとの分類・分析 

図５．連⼦窓における形状パターンの分類 
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窓に使⽤されている。茶道⼝、道幸での使⽤が⾒られ、
初期及び現代の茶室には⾒られない。また今回の調査
で給仕⼝に⽅⽴を使⽤する例は⾒られなかった。 
 窓に関しては、連⼦窓には⽵材が使⽤されていなか 
った。連⼦窓は⽊の板材を組んで窓枠とするため、⽵
材は⽤いることがなかったと思える。また１例のみ⼋
窓席にて上パターンの⽅⽴が⾒られた。 
 下地窓では⽵材の⽅⽴が多く⽤いられており、なか
でも上パターンが多くの割合を占める。⾵炉先窓、⾊
紙窓では江⼾初期より⽅⽴が⾒られるが、これは窓の
形式が成⽴した当初より使⽤されるものである。⾵炉
先窓では江⼾中期ごろまでは⽵材と⽊材がどちらも使
⽤されていたが、1900 年以降の茶室では⽵材の例のみ
⾒られた。⾊紙窓は上側の例と下側の例を分類して⽐
較する。上側の⽅⽴は初期の茶室では使われておらず、
柱間に桟を渡すという形式が取られていた（図６）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．方立と天井仕上げの関係 
 これまで分析した⽅⽴と天井仕上げについて、さら
に両データを⽐較し⾒えてくる特徴を検討した。 
 その結果⾒られたものとして、⽵材上パターンの⽅ 
⽴と化粧屋根裏天井の関係性を挙げる。対象茶室注６）の
うち⽵材上パターンの⽅⽴が化粧屋根裏天井のかかる
位置に⽤いられる例は 4 件⾒られたが、その例の全て
において杉材丸太の桁注７）が設けられていた。⽅⽴は桁
の下端及び窓の敷居に留められている（図７参照）。 

６．結 
 本研究を通して、茶室に⽤いられる⽵材の活⽤状況
について以下のことが明らかになった。 
①⽅⽴に関して６パターンの形状が⾒られ、それぞれ
の形状で使⽤される開⼝部の⽤途に傾向が⾒られた。
⽵材の⽅⽴はほとんどの例で窓に⽤いられており、そ
の中でも下地窓及びそれが発展した⾵炉先窓や⾊紙窓 
で多く使われていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②⽵材の⽅⽴は初期より下地窓に使われていることが
確認でき、後期に建てられた茶室でも同様に使われて
いた。⼀⽅で⾵炉先窓・⾊紙窓は江⼾初期ごろの台⽬ 
畳が設けられる時期より⾒られるもので、発⽣初期か
ら江⼾後期にかけては⽵材と⽊材の⽅⽴が使⽤されて
いたが、江⼾後期以降の茶室では⽵材の⽅⽴のみ⽤い
られていることがわかった。 
③⽵材上パターンの⽅⽴は化粧屋根裏天井に接する壁
に設けられる例が多く⾒られたが、その全ての例で杉
材丸太の桁が⽤いられていた。 
 以上の調査結果を通した考察として、化粧屋根裏天
井と⽅⽴、そして間に掛けられる桁の３要素は⼀体と
して施⼯する傾向があり、草庵成⽴時では⽅⽴も屋根
裏天井や桁のように機能的意味を持って活⽤されてい
たのではないかと考える。 
 その後茶室が発展していく中で、⽵材を鑑賞する装
飾として捉える意識が強くなり、やがて形式的に使わ
れるものになっていったのではないだろうか。 
 今回の研究は現存する茶室の状況を基準に進めたも
のであるため、さらなる現地調査によるデータの蓄積
と壁内の⼯事⽅法に関する調査で、より具体的な事実
が明らかとなることを今後の展望としたい。 
 
【注釈】 
注１）特別な功労のあった配下に対し名物茶具を下賜するとともに、茶ノ湯を許可する制度。 
注２）千利休に影響を与えたものとして村⽥珠光・武野紹鴎を挙げる。 
注３）京都府の⾼台寺敷地内に現存し、伏⾒城より移築されたものと伝えられる。 
注４）⽂献「数寄屋詳細図譜」、「茶室」を参考とした。	

注５）道庫・桐庫・堂庫とも呼ばれ、点前座の脇壁に据え⼀会の茶具を納めておくようにしたもの。	

注６）現地調査した茶室のうち、上パターンの⽅⽴を⽤いていた例、6 件。 
注７）φ100 前後のもので、⽚側を露出させるように仕上げられている。 
【参考⽂献】 
１）堀⼝捨⼰（岩波書店）、「利休の茶室」 
２）創元社、「茶道全集其の三・茶室」 
３）北尾春道（彰国社）、「数寄屋の材料と構法」 
４）北尾春道（彰国社）、「茶室建築」 
５）北尾春道（彰国社）、「数寄屋詳細図譜」 
６）江守奈⽐古・旭⾕左右、「茶室」 
７）澤島英太郎、「茶室平⾯発展史的考察とその系統」、（1934 年 4 ⽉） 
８）本⽥哲也、⼩野英晢（東京⼯業⼤学）、「近世茶室の使⽤材料の変遷」、（1996 年 9 ⽉） 

図７．丸太桁に取り付けられる⽅⽴ 
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⼋窓軒 ⾊紙窓⽴⾯図 松琴亭 ⾊紙窓⽴⾯図 

柱間に渡す 

図６．⾊紙窓の変遷 

中央に⽅⽴を設ける 


